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題字  高校第十六回生の佐藤美佐子さん
　　  （旧姓田代）の筆になるものです。
題字  高校第十六回生の佐藤美佐子さん
　　  （旧姓田代）の筆になるものです。

愛知みずほ大学・大学院
愛知みずほ短期大学
愛知みずほ大学瑞穂高等学校

瀬木学園図書館

本
号
は
、
瀬
木
学
園
の
80
周
年
と
い
う
記

念
す
べ
き
年
に
、
図
書
館
も
こ
の
間
の
歩
み
を

振
り
返って
み
よ
う
と
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

私
は
、い
ま
、図
書
館
運
営
と
い
う
窓
か
ら
、

本
法
人
の
高
校
、
短
大
、
大
学
の
教
育
研
究

の一端
を
覗
か
せ
て
も
ら
って
い
ま
す
。
長
年

大
学
に
勤
め
て
き
た
も
の
の
、
図
書
館
長
は

は
じ
め
て
の
こ
と
な
の
で
、
大
変
興
味
深
く
、

そ
し
て
学
ぶ
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

図
書
館
職
員
は
、
高
校
、
短
大
、
大
学
の

生
徒
・
学
生
や
教
職
員
の
み
な
さ
ん
に
図
書

館
に
関
心
を
持
って
も
ら
い
利
用
し
て
ほ
し
い

と
の
願
い
で
、図
書
館
フェア
、推
薦
図
書
強
化

月
間
、ブッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
、ク
リ
スマ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト（
廃
棄
雑
誌
プ
レ
ゼ
ン
ト
）、
多
読
賞
表

彰
な
ど
、い
ろ
い
ろ
と
知
恵
を
絞
り
工
夫
を
凝

ら
し
て
イ
ベン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、学
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
学
内
ワ
ー

ク
ス
タ
デ
ィ
で
は
、
短
大
・
大
学
の
学
生
を
受

け
入
れ
、
図
書
館
業
務
を
体
験
さ
せ
て
卒
業

後
の
就
労
や
社
会
的
自
立
を
促
す
な
ど
、
今

日
短
大
・
大
学
が
求
め
る
新
た
な
教
育
的
社

会
的
機
能
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

瀬
木
学
園
図
書
館
は
、
本
学
園
の
高
校
、

短
大
、
大
学
を
支
え
る
図
書
館
と
し
て
、
今

後
ま
す
ま
す
そ
の
役
割
と
発
展
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

〈
80
周
年
記
念
に
寄
せ
て
〉

長
い
就
職
浪
人
時
代
を
経
て
、
遅
咲

き
教
員
と
し
て
瀬
木
学
園
に
昭
和
61
年

（
１
９
８
６
年
）
に
入
職
し
ま
し
た
。
早
い

も
の
で
34
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
今
年

度
、
学
園
は
80
周
年
を
迎
え
、
発
刊
す
る

記
念
誌
の
追
記
内
容
の
殆
ど
は
私
の
瀬
木
学

園
で
の
経
験
と
重
な
り
ま
す
。
入
職
後
の
10

年
間
は
、
古
き
良
き
大
学
そ
の
も
の
で
あ
り
、

本
学
に
限
ら
ず
お
よ
そ
国
公
私
立
を
問
わ

ず
、
大
学
・
短
大
に
余
裕
が
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
私
の
過
ご
し
た
瀬
木
学
園
で

の
34
年
間
、
そ
の
前
半
は
、
浅
井
一太
郎
理

事
長
・
学
長
に
学
外
と
の
共
同
研
究
を
お
許

し
い
た
だ
き
、
教
育
研
究
に
じ
っ
く
り
と
取

り
組
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
と
同
時
に
、
元
々
、

関
心
の
あ
っ
た
「
大
学
の
在
り
方
、
高
等
教

育
の
在
り
方
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
様
々
な
教

育
フ
ォ
ー
ラ
ムへ
も
自
由
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
の
び
の
び
と
教
員
生

活
を
満
喫
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
幸
せ
な
時
を

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
世
紀
に

入
り
、
私
立
大
学
・
短
大
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
は
厳
し
く
な
り
、
瀬
木
学
園
も
教
育

改
革
に
挑
戦
し
続
け
る
激
動
の
時
代
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
頃
、瀬
木
和
子
前
理
事
長
に
、

瀬
木
学
園
図
書
館
長
を
仰
せ
付
か
り
、
東

海
北
陸
地
区
図
書
館
協
議
会
会
長
校
と
全

国
図
書
館
協
議
会
幹
事
校
の
職
務
を
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
短

期
大
学
は
冬
の
時
代
に
入
り
、
足
掛
け
６

年
間
と
い
う
図
書
館
協
議
会
の
業
務
は
流
石

に
負
担
が
重
く
、
加
盟
し
て
い
た
短
期
大
学

の
脱
会
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
って
い
ま
し
た
。

本
図
書
館
は
負
荷
の
多
い
６
年
間
の
う
ち
最

後
の
２
年
は
義
務
を
全
う
し
た
上
、
次
へ
引

き
継
ぐ
仲
間
図
書
館
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
規
約
改
正
を
当
時
副
館
長
の
三
田
村

先
生
と
（
ま
る
で
弥
次
さ
ん
、
喜
多
さ
ん
の

よ
う
に
）
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
ま
す
。
図
書
館
長
と
し
て
の
15
年
間
、

愛
知
み
ず
ほ
短
期
大
学
と
愛
知
み
ず
ほ
大

学
に
兼
務
し
、
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
認
証

評
価
制
度
の
大
学
評
価
員
も
経
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
大
学
と
は
…
」
の
命
題

に
関
心
の
強
か
っ
た
私
に
は
、
今
に
も
繋
が

る
勉
強
と
な
り
ま
し
た
。
現
職
も
含
め
、
ご

指
名
い
た
だ
き
ま
し
た
時
は
、
ど
の
職
位
も
、

私
に
と
り
ま
し
て
、
考
え
る
間
、
覚
悟
す
る

間
な
く
、
突
然
で
あ
り
ま
し
た
。
思
い
返
し

ま
す
と
、
私
を
突
き
動
か
し
て
き
た
の
は
瀬

木
学
園
に
対
す
る
熱
い
想
い（
創
立
者
の
方
々

への
敬
意
）
で
す
。
平
成
16
年
（
２
０
０
４

年
）、
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
を
皮

切
り
に
、
急
激
に
展
開
す
る
教
育
改
革
は
、

熱
い
想
い
だ
け
で
、
乗
り
切
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
い
つ
も
、
そ
こ
に
は
瀬
木
学
園
全
教
職

員
の
皆
様
の
支
え
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
大
学

と
は
…
」
を
そ
の
ま
ま
人
生
の
命
題
と
し
て
、

生
き
て
き
た
私
に
追
求
実
現
の
場
を
与
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
瀬
木
和
子
前
理
事
長
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大お
お
つ
か塚

　
知ち

づ

こ
津
子

（
学
校
法
人
　
瀬
木
学
園

理
事
長
・
大
学
・
短
期
大
学
学
長
）

瀬
木
学
園
へ
の
想
い

田
中
　
良
三

（
短
大
特
任
教
授
／
図
書
館
長
）

私
た
ち
の
図
書
館

平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
の
10
月
よ

り
、
故
瀬
木
三
雄
先
生
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

蔵
書
を
図
書
館
内
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

瀬
木
三
雄
先
生
は
、
愛
知
み
ず
ほ
短
期

大
学
の
学
長
や
、
瀬
木
学
園
の
理
事
長
を

務
め
ら
れ
た
先
生
で
す
。
学
外
で
は
、
厚

生
省
官
僚
と
し
て
戦
後
の
行
政
改
革
に
従

事
さ
れ
、『
母
子
手
帳
』
の
発
案
※
や
、

児
童
福
祉
法
の
制
定
な
ど
に
携
わ
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
医
学
博
士
と
し
て
も
非

常
に
高
名
で
、
肺
が
ん
の
疫
学
的
研
究
や
、

ヒ
ト
の
胎
児
に
見
ら
れ
る
特
殊
な
細
胞
集

団
（
瀬
木
の
帽
子
）
の
発
見
な
ど
数
々
の

功
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
公
開
し
て
い
る
蔵
書
は
、
昭
和
20

年
代
か
ら
30
年
代
に
発
行
さ
れ
た
も
の

を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
陸
軍
教
育
省
（『W

ar D
epartm

ent 
education m

anual

』
シ
リ
ー
ズ
ほ
か
）

や
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
教
育
省
（『Living 

in O
ur D

em
ocracy

』『W
O

R
L

D
 

W
A

Y
S

』
ほ
か
）
に
よ
る
資
料
な
ど
洋
書

も
多
数
収
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
蔵
書

の
中
に
は
、
戦
時
中
に
発
行
さ
れ
た
国
内

外
の
司
法
や
民
法
に
関
わ
る
資
料
、
法
規

全
集
、
百
科
事
典
、
医
学
書
、
教
育
関
係

資
料
な
ど
の
学
術
書
だ
け
で
な
く
、
雑
誌

『
山
岳
』（
１
９
１
０
年
～
１
９
３
５
年
発

行
の
も
の
）
や
絵
本
、
文
学
選
集
な
ど
幅

広
い
分
野
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

瀬
木
三
雄
先
生
文
庫
の
他
に
も
、
瀬
木

家
の
先
生
方
か
ら
多
数
の
資
料
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
図

書
館
報
な
ど
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

学
園
の
歴
史
や
当
時
の
様
子
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
是
非

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
母
子
手
帳
…
妊
娠
中
の
母
親
と
、
生
ま

れ
て
き
た
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
た
め

の
手
帳
で
す
。
昭
和
23
年
（
１
９
４
８

年
）
に
制
定
さ
れ
、
戦
後
の
混
乱
期
か

ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
妊
娠
中
の
生
活

や
育
児
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
日
本
国
内
だ
け
で
な

く
諸
外
国
に
も
翻
訳
さ
れ
世
界
中
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

瀬
木
三
雄
先
生
文
庫

『近代文学手稿100選』は明治から昭和の時代に
かけて活躍した81人の作家の手稿（手書きの原稿）
102作品を当時の最新撮影印刷技術で複製したもの
です。近代文学の歴史的な展望が期待できると同
時に、肉筆ならではの作家活動の生々しさと活字で
は味わうことのできない趣に触れることで、作家・
作品をより深く理解することが可能となりました。

なお、対象の手稿は執筆現場の跡をとどめるも
のとして、後に清書されたものは採られていません。

図書館では、学校新聞やアルバムなどの学園記録を保管しています。しかし、経年劣化で表
紙や台紙が傷んでしまったものがありました。これらは創立 80 周年を迎えた瀬木学園の貴重な資
料です。そこで、専門の業者に依頼して、アルバムの修復をしてもらうことにしました。修復を終え
たアルバムは、ご覧のように見事に甦

よみがえ

りました。これからも、歴史ある資料を大切に保管していきます。

アルバム修復 Before ➡ After!!

貴重本紹介
『複製 近代文学手稿100選（特装版）』

日本近代文学館編  二玄社  1994年

8番  夏目漱石「こゝろ」 94番  太宰治「人間失格」 木製の外箱

⬇︎

表
紙
の
外
れ

綴
じ
直
し
・
綴
じ
紐
の

交
換

⬇︎

表
紙
の
外
れ

綴
じ
直
し
・
破
れ
や
皺し

わ

の
補
修

⬇︎

表
紙
の
外
れ

綴
じ
直
し

※出版社の許諾を得て掲載しています。




